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県土整備部の所管する平成25年度歳入歳出決算につきまして、お手元の「平成

25年度三重県歳入歳出決算に関する説明審jに基づき、ご説明申し上げます。

【一般会計の歳入の状況1
5 まず、一般会計の歳入ですが、県土整備部関係といたしましては、

10 

予熊見額

調定額

収入済額

不納欠損額

収入未済額

となっています。

1, 144億 3,148万 9,819円

948億 3,949万.3, 794円

947億 7,868万 5,244円

179万 7,102円

5, 901万 1,448円

それでは、歳入決算の詳細について順次ご吉見明申し上げます。

15 まず、第7款「分担金及び負損金Jのうち、県土整備部関係は、 44頁、第2項「負

披金j第4自「土木費負担金」ですが、

予算び見額 18億 4,731万 4,393円

調定額

収入滅額

20 となっています。

13億 4,394万 4,233円

13億 4,394万 4,233円

これは、道路、港湾、都市計画事業等の施行に伴う受主主市町の負担金が主なもの

です。

収入済額の主なものは、

科 目 収入済額（円）

道路改築艶航負担金 3億 l,437万 6,000円

街路整備・地域活力基盤創造事業費地元負担金 2億 5,854万 3円
災留釘日企業庁負担金 2億 1,340万 9,474円

1 



科 目 収入済額（円）

宮Jrr壊堤管理費負担金 I 1億 2597万 4,140円

なお、予算現額と収入済額との差額 5億 337万 160円はミ事業のー官lを繰り越

したことに伴い、翠年度収入となるもの等です。

次に、第8款「使用料及び手数車むのうち、県土整備部関係は、まず、 48頁、第

5 1 r貰「使用料J第1自 f総務使用料Jの一音日ですが、これは、建物の一部を使用さ

せることによる建物使用料収入で、収入済額は36万 6,991円となっています。

10 

次に、 50頁、第7自「土木使用料Jですが、

予算現額

調定額

収入済額

収入未済額

となっています。

17億 7,660万 円

17億 8,805万 9,538円

17億 8,636万 2,450円

169 7J 7, 088円

これは、道路敷、河川等の占用許可に伴う使用料、県営住宅の家賃等です。

15 収入済額の主なものは、

20 

手ヰ 自 収入済額（円）

公営住宅使用料 7億 3,501万 3,512円

道路敷使用料 5億 5,994万 984円

水手！万吏用料 2 -0意8,235万 2,317円

また、収入未済額の主なものは、公営住宅使用料 109万 2,838円です。

次に、 62頁、第2！頁「手数料」第7自「土木手数料jですが、

予知見額

調定額

収入済額

となっています。

2億 5,767万 9,000円

2億 6,364万 9,180円

2 -0意6,364万 9,180円
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これは、建設業許可等に伴う手数料です。

収入済額の主なものは、

科 自

建設業許可等手数料

建築確認申請手数料

脚下広告物許可手数料

収入済額（円）

l億 1,240万 9,130円

5, 585万 8,400円

4, 091万 2,150円

次に、第9款 f国庫支出金jのうち、県土整備部関係は、まず、 74葉、第1l翼f盟

5 庫負担金j第6日「土木費負担金の一部ですが、

予算現額 133億 2,278万 7,472円

調定額

収入済額

となっています。

86億 507万 5,017円

86億 507万 5,017円

10 これは、公共土木施設の新設、改良等に伴う国庫負担金です。

収入済額の主なものは、

科 自 収入済額（円）

道路橋りょう新設改良費負担金 28億 829万 4,827円

社会資本整備総合交付金 23億 2,203万 392円

防災・安全交付金 21 -0意3,041万 5,684円

地域自主戦略交付金 6｛意 41万 6,942円

砂防費負担金 5 -0意1,168万 6,430円

河川改良費負担金 1 ｛意 8,590万 l,300円

なお、予算現瀬と収入済額との差額 47鐘 1771万 2,455円は、事業の一部を

繰り越したことに伴い、翌年度収入となるもの等です。

15 次に、 78頁、第8目「災害訴菱！日費負担金のうち、「災害封複！日費負担金Jで

すが、

予知克額

調定額

90億 2,505万 3,000円

45億 2,661万 5,000円
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収入済額

となっています。

45穣 2,661万 5,000円

これは、公共おド施設災害の後旧事業に伴う国庫負担金です。

なお、予算び見額と収入済額との差額 44億 9.843万 8000門は、事業の一部を

5 繰り越したことに伴い、翌年度収入となるもの等です。

次に、 96頁、第2I翼「国庫補助金j第7自「土木費補助金Jですが、

予算現額 170億 678万4,857円

調定額 124億 8,450万 5,207円

10 収入済額 124億 8,450万 5,207円

となっています。

これは、防災・安全交付金等の悶庫補助金です。

収入済額の主なものは、

科 自

防災・安全交付金

地域経済活性化・雇用創出臨時交付金

社会資本整備総合交付金

地域自主戦略交付金

道路橋りょう維持費補助金

収入済額（円）

49億 6,161万 3,761円

33億 351万立 000円

29億 l,524万 556円

11億 l,615万 l,640円

l億 300万 円

なお、予算現額と収入済額との差額 45億 2,227万 9,650円は、事業の一部を

15 繰り越したことに伴い、翌年度収入となるもの等です。

20 

次に、 108買、第3I]!f委託金j第7目「土木費委託金Jですが、

予算現額 603万 8,000円

調定額

収入済額

となっています。

575万 7,952円

575万 7,952円

これは、鹿の統計、調査事業等の委託金です。
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次に、第10款「財産収入」のうち、県土整備部関係は、まず、 112夏、第1r真f財

嵐軍用収入J第1目「財産貸付収入jの寸日ですが、

予算現額 18万 1.000円

調定額 32万 8,560円

5 収入済額 13万 8,840円

収入米済額 18万 9,720円

となっています。

これは、普通院産である廃浜敷の貸付けに伴うものです。

10 次に、第2自「利子及び配当金jの一部ですが、これは、基金の利子収入で、収

15 

入済額は 5.8万 511円となっています。

次に、第2環「財産先払収入j第1日「不動産売払収んの寸日ですが、これは、

廃道敷等の土地売払収入で、収入済額は l,773万 8,559円となっています。

次に、第2目 f物品売払収入jの一音Eですが、これは、不用となった鋼材等の売

払収入で、収入済額は 86万 4,129円となっています。

次に、 114頁、第3目「生産物先払収入jのうち「河JI日毎岸道路等生産物その他

20 売払収入j ですが、これは、河川の砂利等の売払収入で、収入済額は

5, 459万 5,450円となっています。

次に、第12款「繰入金jのうち、県土整備部関係は、 120貰、第1r頁「特別会計

繰入金j第1目可也会計繰入金の一部ですが、これは、流域下水道事業特別会計

部 政雄湾整備事業特別会計からの繰入金で、収入済額は 6,220万 3,000円となっ

ていますユ

5 



次に、第2！頁 f基金繰入金j第1毘 f基金繰入動の一部ですが、これは、ふる

さと応援寄約金基金からの繰入金で、収入済額は 5万 2,000円となっています。

次に、第13款「繰越金Jのうち、県土整備部関係は、 122頁、第1r真「繰越金j

5 第1自「繰越釦の一部です爪これは、前年度からの事業の繰越しに伴う繰越金

で、収入済額は 102億 1,328万 8,097円となっています。

10 

15 

次に、第14款「諸収入Jのうち、県土整備部関係は、まず、 124頁、第lJ頁「延

滞金、加算金及抗品料等」第1白「延滞金Jの…部ですが、

予算現額 l万 1,000円

調定額 2万 4,916円

収入済額 2万 l,163円

収入未済額 3, 753円

となっています。

これは、岸壁荷揚場使用料等の延滞金です。

次に、第2！翼 f県預金利子J第1§ I県預金利子Jの一部ですが、これは、県営

住宅の敷金に係る預金利子で、収入済額は 80万円となっています。

20 次に、 126頁、第4！翼「貸付金元事IJ収入j第13自「土地開発公社貸付金元利収ね

25 

ですが、これは、用地取得を推進するために、先行取得資金として三重県土地開発

公社に貸し付けた資金の返還金で、収入済額は 35億円となっています。

次に、’134頁、第S項「受託事第収入J第5自「土木関係受託事業収入」ですが、

予算現額

調定額

9 -0意8,830万 l,000円

5億 4,649万 4,142円

6 



収入済額 5倍、 4,649万 4,142円

となっています。

これは、公共事業に欝連して、県内市町等の事業を受託したことによるものです。

なお、予算現額と収入済額との差額 4億 4,180万 6,858円は、事業の一部を繰

5 り越したことに伴い、翌年度収入となるもの等です。

10 

次に、第8日「災害復旧関係受託事業収刈ですが、

予算現額 l億 4,389万 6,000門

調定額 5, 888万 3,500円

収入済額 5, 888万 3,500円

となっています。

なお、予算現額と収入済額との差額 8,501万 2,500円は、事業の一部を繰り越

したことに伴い、翌年度収入となるものです。

15 次に、第6I莫f収益事業収入j第1自「宝くじ収入jの一部ですが、収入済額は 29

億 7,087万 3,510円となっています。

次に、 136頁、第8寝「雑入J第2自「雑ねの一部です抗

予算現額 l億 2,517万 5,000円

20 調定額 l億 2,981万 7,978円

収入済額

収入未済額

となっています。

l億 2,965万 9,185円

15万 8,793丹

収入済額の主なものは、土木工事設計積算システムの運用に係る市町からの利用

25 料収入等です。
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5 

次に、 138頁、第3目「過年度収スJの一部ですが、

予餌見額 2, 688万 1,000円

調定額 8, 745万 9,797円

収入済額 2, 881万 439円

不納欠損額

収入来済額

となっています。

179万 7,102問

5, 685万 2,256円

収入済額の主なものは、測量設計談合に係る弁償金 2,388万 7,081円、公営住

宅使用料 242万 3,452円です。

10 収入未済額の主なものは、測量設計談合に係る剣黄金 2,864万 7,958円ですが、

これについては和解により分割納付となり後年度に収納予定となっているものです。

不納欠損額は、公営住宅使用料、岸壁荷揚場その他使用料等に係るものです。

次に、第5自「弁積金」のー官Bですが、

15 予算び見額 105万 l,000円

調定額 92万 4,575円

収入済額 85万 892円

収入米済額 7万 3,683伺

となっています。

20 収入済額の主なものは、郊車事故に係る弁｛賞金です。

25 

次に、第6目「遅納金及E腿納秘密Jの一部ですが、

予算現額 311万 3,000円

調定額 832万 8,952円

収入済額

収入米済額

829万 2,797円

3万 6,155円

8 



となっています。

収入済額の主なものは、測量設計談合の弁償金に係る延納利息です。

次に、第15款 f県｛責Jのうち、県土整備部関係は、まず、 150真、第1項「県債J

5 第6目「土木嶺Jですが、

予算現額

調定額

収入済額

となっています。

465億 2,026 li 3, 000丹

449億 326万 3,000円

449億 326万 3,000丹

10 これは、公共土木施設の新設、改良等の事業に充当したものです。

収入済額の主なものは、

科 自 収入済額（円）

直轄道路事業負祖金充当 134億 3,600万円

直轄持JII事業負担金充当 70億 9,300万円

溜各整備交付金事業費充当 57億 400万円

国補道路改築費充当 23億 506万円

地方特定道路整備（改築）事業費充当 22億 3,200万円

道E錦絵持交付金事業費充当 14億 9,800万円

広域馴｜改修費充当 12イ意 9,600万円

公共かド施動推持管理費充当 12億 9,200万円

道路樹蕗・地欄苦力基盤創造事業費充当 10億 7,558万円

関補通常砂防費充当 10億 5,000万円

なお、予親見額と収入済額との差額 16億 l,700万円は、事業の一部を繰り越し

たことに伴い、翌年度収入となるもの等です。

15 次に、 158頁、第9自「災害復！日債Jの一部ですが、

予算現額 65億 3,100万円

調定額

収入済額

32億 6,500万円

32億 6,500万円

9 



となっています。

これは、公共土木施設災害の復旧事業に充当したものです。

収入済額の主なものは、

科 目 収入済額（円）

平成23年災害土オマ復！日費充当 9億 4,100万円

平成24年災害土オ礎旧費充当 7億 3,000万円

平成24年県単災害土木復旧費充当 5億 4,600万円

なお、予算現額と収入済額との差額 32億 6,600万円は、事業の寸陀繰り越し

5 たことに伴い、翌年度収入となるもの等です。

以上、一般会計の歳入決算の概要についてご説明申し上げました。引き続き、ー

殻会計の歳出決算の概要についてご説明申し上げます。

10 



｛一般会計の歳出の状況（土木費）］

まず、一般会計のうち、土木費の歳出決算についてご説明申し上げます。

382頁、第8款 f土木費」のうち、県土整備部関係は、

ら 予算現額 l, 108億 6,797万 4,967円

支出済額 888億 8,339万 l,356円

翌年度繍越額繍越明許費 217億 l,877万 6,289円

事前繰越 7, 706万 214円

不用額 l鐘 8,874万 7,108丹

10 となっています。

それでは、土木費の歳出決算の詳細について！順次ご満明申し上げます。

まず、第1:r頁f土木管理費」です。

15 

第1目「土木総務費jは、

予算1見額 202徳 l,557万 l,000円

支出済額 189億 4,244万 7,695円

翌年度繍越額繍越明許費 12億 3,771万 494円

20 不用額 3, 541万 2,811円

となっています。

支出済額の主なものは、

事業目名 支出済額 概 要

公共剖寸前ぷ維持管理軍費 80億 5,870万 2,775円
公共かド施設の維持管理経費
（県単）

管理費 641':意 1, 577円
事業費支弁E汐干の職員の人件費

及的黒土整備部の共通経費

11 



事業包名 支出済綴 概 要

公共事業用地先行取得資金
35億 円

公共事業に係る用地先行取得資金
貸付金 の三重県土地開発公社への貸付金

公共用地取得声撒受 3億 8,836万 l,275円
三重県土地開発公社への用地割等

業務に係る委託料等

公共土木揃鮒字時・広域
3億 8,621万 8,000円 道路餓樹齢警に要する経費（国補）

活性イ開業費

なお、翌年度繰越しは、

公共土木施設維持管理費 12億 3,771万 494円

です。

これは、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、やむを得ず鴇り越

5 したものです。

10 

15 

20 

また、不用額の主なものは、管理費の執行残です。

次に、 384頁、第2目「建設業指導監督費Jは、

予算現額

支出済額

不用額

となっています。

6, 453万 8,000円

6, 316万 1,292伺

137万 6,708円

支出済額は、建設業法に基づく許可等に要した経費です。

なお、不用額の主なものは、建設謝鱒監督事務に係る報酬の執行残です。

次に、 386頁、第3自 「建築討陣害事費j は、

予算現額 5, 775万 7,000円

支出済額 4, 175万 9,610円

不用額 l, 599 lJ 7, 390円

となっています。

支出済額の主なものは、

12 



事業団名 支出済綴 概 要

建築基準法施行禁 3, 513万 565円
建築基準法に基づく建築確認審
査、許可等に要する経費

宅地建物取引業法施行費 433万 2.019円
宅地建物取引難宏に基づく免許、

登録等に要する経費

梼発管理費 201万 2.276円
調発行為等に関する許可及び閣発
審変会等に婆する経費

なお、不用額の主なものは、建築基準法施行費の執行残です。

次に、第2！賞「道路橋りょう費Jです。

5 まず、第l目「道路橋りょう給：務費」は、

予算現額 7億 7.107万・9,900円

支出済額 5億 7,510万 4.320円

翌年度繰越額繰越明許費 l億 6,130万 9,968円

不用額 3, 466万 5,612円

10 となっています。

支出演額の主なものは、

事業呂名 支出済額 概 要

高速道路関連施設整備対策
2億 4,419万 内

高瀦藍路に関連した施設等の繁備
事業費 に係る経費（県単）

高規格幹線道路建設促進愛 i億 8,635万 320円
新名神高速道路の用地取得文殻震に

係る経費（県単）

道路施設管理費 乱966万 6,000円 道路照明等に皇室する経費

なお、翌年度繰越しは、

高速道路関連施設整備夫機事業費 l億2.725万円等です。

これらは、補償処理の難航、施工計闘の調整等に不測の日時を要したことにより、

15 やむを得ず糠ーり越したものです。

また、不用額は、高規格幹線道路建設促進費の執行残です。

13 
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次に、 390頁、第2目下道路橋りょう維持費」は、

予算現額

支出済額

翌年厨繰越額繰越明許費

不用額

84億 5,218万 4,000円

63億 7,415万 669円

20億 7,793万 4,938円

9万 8,393月

となっています。

支出済額の主なものは、

事業尽名

滋路維持・地樹呑カ基盤創造

事業費

道路指鱗交付金事業費

土木施設パトロール費

県単災害防除脇設費

送路啓関対策事業費

y騨道路嫡安部す策費

国補道路維持管理費

地方特定道路整備（交通安

全）事業費

なお、翌年度繍越しは、

道E儲鱗交付金事業費

県単災害防除路交費

県単道路交通安全女す策費

等です。

支出済額 概 要

18億 7,900万 6,000丹
災調坊除施設や交遜安全施設の整

備等を行う事業（関補）

道路施設の修繕や災害防除施設・

18億 918万 5,600悶 完重安全施設の緩備等を行う事業

（図ネ南）

9億 l,473万 2,607 P1 
維持管理業務に従事するこ仁村鍛

パトロール員の人件費等

5~意 5, 445万 円
落石等の災主撃を米然に紡止する施

設の整｛癒等を行う事業

大規摸地震・津波の発生時に、孤

4イ意 5, 675万 9, 462 円 立が主総される熊搬船鼎峨の

後劫・救援jレートを確保する事業

4億 3,194万 5,000円
掛］［・自転車歩行者道・紡護柵等

の交通安全施設の整係事業

l億 9,800万 問 道路施設の緊急点検を行う毒事業

1億 l,040万 円
あ塵安全施設の整備等を行う地方

特定道路事業（県尊重）

16億 5,425万 2,400円

2イ意 4, 051万 1, 000 門

i億 207万 1,000円

これらは、用地交捗及的麟処理の難航施工計画の調整等に不測の日時を要し

たことにより、やむを得ず糠り越したもので京一
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次に、 392買、第3自「道路橋りょう新設改良費jは、

予算現額 448億 6,549万 l,044円

支出済額 349億 7,817万 742円

翌年度繰越額繰越明許費 98億 8,385万 8,970円

不用額

となっています。

支出済額の主なものは、

事業自名

直線道路事業負担金

道路整備交付金事業費

額補道路改築費

送路整備・地域活力基盤創造

毒事業費

地方特定道路劉薦（改器事

業費

県単道路改築費

道路災都喜連事業費

なお、翌年蹴織しは、

道路整備交付金事業費

国祷道路改築費

346万 l,332円

支出済額 概 婆

134億 5,057万 l,615円
国土苅酪が施行する道路事業に

対する負担金

広域道路ネットワークにおける課
65億 3,935万 9,569月 題に対応した道路整備を行う事業

（留補）

58億 5,702万 8,000円
幹島問翻洛の拡傾やバイパス等の繋

備を行う事業

広域道路ネットワークにおける諜

45倦 4,843万 3,100 F9 題に対応しt:::3道路整備を行う毒事業
（鴎補）

広域遂路ネットワークにおける談

36億 8,622万 7,434円 題に対応したi盟各劉請を行う事業
（県単）

4億 9,476万 3,800 F9 
地域の課題に対応した道路整備を

行う事業

道路災察鏑所において、再度災害

2億 6,227万 7,450円
を防止するため、未被災箇所を含

む一連の施設について、改良費を

加えて実施する改良事業（国補）

地方特定道路樹首（改築）事業費

道路災害関連事業費

61 -0意7,056万 l,650円

23 ｛意 9,853万円

5 -0意3,594万 6,000円

5懐 2,661万 5,320円

2億 3,118万 9,000円県単道路改築費

等です。
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これらは、沼地交渉及V¥f商償処理の難航、施工計閣の調整等に不測の日時を要し

たことにより、やむを得ず繰り越したものです。

また、不用額の主なものは、地方特定道路整備（改築）事業費（受託事業）の執

行残です。

次に、 394頁、第3！貰日可JII海岸費」です三

まず、第1白日明，，総務費」は、

予算現額 8億 4,126万 370円

支出済額 8億 1,296万 l,959円

翌年度繰越額繰越明許費 211意2,613万 5,000円

不用額 216万 3,411円

となっています。

支出済額の主なものは、

事業日名 支出済額 概 要

河川調査費 2イ意 754万 7,000河
河川の計画や浪Jj震に係る調査費

（県単）

官JI脚部鱗費 i億 831万 2,370内 宮川ダムの維持イ麟護費 G果単）

君ケ野壌環管理費 8, 074万 3,429円
活ヶ野ダムの管理費及び璃慎人件
費（県単）

15 なお、翌年度繰越しは、

20 

河川調査費 2億 364万 8,000円等です。

これらは、用地交渉の難航、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、

やむを得す鴇り越したものですユ

また、不用額の主なものは、河川海岸管理事業費の執行残です。

次に、 396頁、第2日「河川改良費Jは、

予算現額 144億 4,930万 4,522円

16 



支出済額 116億 9,162万 9,596円

翌年度櫛撤繰越明許費 26億 5,644万 6,030円

事故繰越 7, 706万 214円

不用額 2, 416万 8,682円

5 となっています。

10 

支出捺額の主なものは、

事業目名 支出済額 概 要

国土交遜省等が施行する河川改

夜轍削嘩業負担金 70億 9,517万 43円 修、夕、ム建設事業等に対する負担

金

j広域河川改修費 20 fj意8,589万 9,621円
一級河川の指定区間及び己級河J11 
の改修事業（国補）

県駒可）I間部政良資 10億 I,156万 7,106内
小規模な護浮改修毒事の河J11局部改

良事業

おF必勝位での7焔・土砂災都機

河川総合絞胡w災事業費 5億 618万 1,000内 の施設整備及びソフト対策事業

（思様）

伊勢湾沿鼎械で津波・高潮によ

地震・繭敵機河J11事業費 4億 9,744万 円 る被害を防止するための河川i改修
事業（国1南）
河川！の災害警が激甚であって、災害

復旧のみでは充分な効果が期待で

河川災害事助成事業費 2-0意 856万 8,440円 きない場合に、助成費を加えてー
定間企画のもとに樹子する改良事業

（関檎）

河川災害筏所において、湾臨足害

河川災害関連事業費 H意8,966万 3,386円
を防止するため、未被災箇所を含

む一連の施設について、改良費を

加えて実施する改良事業（国檎）

なお、翌年度繰越しとして、繰越明許費は、

広樹可JII改修費 14億 4,565万 2,000円

4億 892万 6,120円

2億 8,092万 8,350円

2億生 181万 9,560円

l億 4,341万 6,000円

県駒可｝！｜局部改良費

河川災筈関連事業費

河川災害場成事業費

地震・高潮対策河川！事業費

17 



河川総合流域防災事業費

等で、事故織協は、

l億 2,142万 4,000円

河川i災害関連事業費 7, 706万 214円です。

これらは、用地交渉及的高償処理の難航、施工計画の調整等に不測の日時を要し

5 たことにより、やむを得ず鴻り越したものです。

10 

また、不用額の主なものは、河川災害助成事業費（受託事業）の執行残です。

次に、 398頁、第3目下砂防費Jは、

予算現額

支出済額

翌年度繰越額繍越明許費

不用額

73億 7,048万 6,395円

49億 8,445万 6,727円

23億 7,464万 127円

l, 138万 9,541円

となっています。

支出済額の主なものは、

毒事業尽名 支出済額 概 要

土石流対策のため¢堰堤設喜重工事

関補通常砂防費 23億 l,688万 6,792円 や渓流保全工事を行う通常砂防事
業

急傾斜地崩壊長官険区域内の自然農

国補急｛鋭戦也崩壊対策費 11イ窓 2, 393万 7, 266円 に対し擁壁工事や法商工事を行う

急4麟｝地崩壊対策事業

鴨 23年9月¢翻事之より発生した激
砂防激甚災害対策特別緊急

7億 l,901万 2,573円
選"i!J-5)繍ご対し、間部濯を防止する

毒事業費 た出離や滅耀結江茅桜子う碗樺

業儲梯

砂幼設備災害筒所において、持度
災答を防止するため、未被災箇所

砂紡災害関連事業費 2 -0意7,972万 2,731円 を含む一連の施設について、改良

愛を加えて実施する改良事業（国
檎）

国補砂防等司書査費 H意5,789万 374円
土砂災害警警戒区域等の指定に向け

た基瞬時査寄託子う事業

15 なお、翌年鹿楠越しは、
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15 

国補通常砂防費 9億 l,147万 6,208円

国補急傾斜地崩壊大オ策費 4億 740万 2,734円

砂駒激甚災融機特別緊急事業費 3億 6,933万 1,080丹

砂防災害関連事業費 3億 l,547万 8,550 P1 

国補砂防等調査費 l億 9,799万 2,276円

等です。

これらは、沼地交渉及悦荷｛賞処理の難航、施工計画の調整等に不測の日時を要し

たことにより、やむを得ず鴻り越したものです。

また、不用額の主なものは、砂防災害関連事業費（受託事業）の執行残です。

次に、 400頁、第4日「海岸保全費」は、

予算現額

支出済額

翌年度繰越額繰越明許費

不用額

37億 9,266万 2,000円

25億 4,817万 5,311円

12億； 4,134万 7,194円

313万 9,495円

となっています。

支出済額の主なものは

毒事業日名 支出済額 概 婆

高潮等による被害をオ覗ミにi坊止す
海洋高潮対策（海岸）費 12億 7,476万 8,220円 るための人工リーフ長弱震等を行う

事業（国檎）

県単海岸局部改良費 8イ意 2, 235万 7円
海岸保全施設の機能向上を図る事
業

井田海岸緊急保全事業費 l億 7,471万 1,279円
井岡地区海岸に侵食女ず策の養浜工
を施工する事業（県単）

なお、翌年蹴織しは、

梅岸高潮大探（海岸）費 7億 2,207万 1,780円

20 県単海岸局部改良費 3億 3,448万 7,993円

等です。
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これらは、用地交渉及び補償処理の難航、施工計調の調整等に不測の日時を要し

たことにより、やむを得す糠り越したものです。

また、不用額の主なものは海岸台帳整備事業費の執行残ですユ

5 次に、 402頁、第5毘「水防費」は、

予算現額

支出済額

不用額

となっています。

10 支出済額は、水訪倉庫の資材の補充等に要した経費です。

150万 伺
川

137万 1.720円

12万 8,280円

次に、第4項 f；巷湾費Jです。

まず、第1日「港湾管理費」は、

15 予算現額 5, 251万 2,000円

支出演額 4, 966万 6,239円

不用額 284万 5,761円

となっています。

支出済額の主なものは、

事業自名 支出済額 概 要

滋鰯踏襲 2, 572万 円
港湾事業・計磁に伴う競王室費

（際単）

港湾管理費 2. 231万9.739円 港湾施設の管理費用

20 なお、不用額の主なものは、港湾管理費の執行残です。

次に、 404真、第2毘「港湾建設費」は、

予知見額 22億 5,834万 6,364円

20 



支出済額 14億 1,178万 4,338丹

塗年度繍越額梯越明許費 8｛意 4,570万 2,568円

不用額 85万 9,458円

となっています。

5 支出済額の主なものは、

事業関名 支出済額 概 婆

海岸侵食対策（港湾）費 4{J意l,196万 l,000門 海岸の侵食を防止する事業（関補）

海岸言語潮声機（港湾）費 3｛意 6.937万 l,600内
高淑等による被害を未然に防止す

るための事業（図補）

直轄樹苓事業負援金 311意5.504万 6.542円
国土交通省か輝子する港湾海岸事

業に対する負担金

国檎港湾改修費 2｛意 2.398万 9,000円 震改要良港等湾及び地方港湾施設の建設
を行う港湾改修事業

なお、翌年撞謀議越しは、

海岸侵食対策（選湾）費

海岸高潮対策（港湾）費

国補港湾改修費

10 等です。

これらは、用地交渉の難船t、施工計画の調整等に不調ljの日時を要したことにより、

やむを得ず繰り越したものです。

3億 7.357万円

2-0意9,213万 8,400円

l億 3,078万 1,000丹

次に、 406頁、第5:r真f都市計画嚢jです。

15 

まず、第1§ 「都市計画総務費Jは、

20 

予算：克額

支出済額

翌年度繰越額 繰越明許費

不用額

i億 1,741万 1,800円

l億 19万 6.703 f:g 

1, 505万 円

216万 5,097円
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となっています。

支出済額の主なものは、

事業百名 支出済額 概 要

全部「みどりの愛護むのつど
3, 576万 9,780円

第24回全国 fみどりの癌塁むのつ

いプロジェクト事業費 どいを告書催するための事業G果単）
景緩まちづくりフ。ロジェク

2, 545万 円
住民や子宮町との協働により修長室主

ト事業費 備を行う事業（燥単）

基本都市計蘭策定事業費 l, 912万 5,718円
総合都市奇麗計闘の検討・策定を

行う著書業

なお、翌年鹿繰越しは、

景観まちづくりフ。ロジェクト事業費 1,505万円です。

ら これは、資材の入手間難により、やむを得ず練り越したものです。

また、不用額の主なものは、都市計画策定事業費の執行残です。

次に、第2日f土地区調整理費Jは、

10 

予算5見額

支出済額

不用額

となっています。

支出済額の主なものは、

1億 5,186万 円

l億 5,183万 6,51 1円

2万 3,489円

事業日名 支出済額 概 要

土地区図書星稜交付金：事業費
組合施行の土地区間整理事業（溺

H議5,125万 6,000円
機）

15 次に、 408頁、第3目「街路事業費」は、

予算現額 29億 9,234万 9,572円

支出清額 21億 9,905万 572円

翌年度繰越額繰越明許費 7億 9,329万 1,000丹

不用額 8, 000円

22 



5 

となっています。

支出済額の主なものは、

毒事業日名

街路整備・よ艇劇活力基盤鍛造

事業費

締各整儀交付金事業費

国補ft]宮各事業費

なお、翌年度繍越しは、

街路整備交付金事業費

国補街路事業費

等です。

支出済額 概 要

11倦 8,079万 円
市街陸自内の都市計画道路を整備す

る交付金事業（閣議）

市f拶伽村の都市計街道路を繋備す

4億 5,946万 9,000円 る社会資本整備総合交付金事業
（国補）

4｛！意3,156万 4.000円
市谷診断の都市計画道路を翻蔚す

る関補街路事業

4｛意 1.968万円

3 -0意5,020万円

これらは、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、やむを得ず糠り

越したものです。

10 次に、 410頁、第4目「公園費jは、

予算現額 10億 2,677万 9,000円

支出済額 8億 2,142万 8,962円

翌年度繍越額繰越明許費 2億 535万 円

不用額 38円

15 となっています。

支出済額の主なものは、

事業日名 支出済額 概 要

国補公間事業費 3億 4.852万 3,000円 県営都市公閣の劉蒋事業

」騨公濁高齢慨費 2i意5,454万 2.000内 県営者日市01認の維持管理事業

在主事害公鴎事業負担金 1 {;l 5, 872万 3.962円
国土交通省が施行する間営公

関事業に対する負担金
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5 

なお、翌年度繰越しは、

都市公園安全究機事業費 1億3,290万円等です。

これらは、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、やむを得ず糠り

越したものです。

次に、 412貰、第5自「下水道事業費jは、

予算現額 23億 8,122万 7,000円

支出済額

となっています。

23億 8,122万 7,000円

10 支出済額の主なものは、

事業日名 支出済額 概 要

i知城下水道事業費 17億 8,495万 9,000円 流域下水遂事業特別会計への繰出金

下水道事業諸費 5億 8,298万 7,000円
市町の下水遂事業を促進するための

補助金等

次に、 414頁、第6I頁円主宅費Jです。

まず、第1目「住宅管理費Jは、

15 予算現額 8億 4,392万 5,000円

支出済額

不用額

となっています。

支出済額の主なものは、

事業日名

公営住宅管理費

ユニバーサルハウジング推

進事業費

8億 191万 8,802円

4, 200万 6,198円

支出済額 概 要

51'意8,764万 9,518円 県営住諸の維持管理費

l億 8,997万 l,123円
住まいの耐震化を推進するための

事業等
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事業日名 支出済額 概 要

住環境翻開業費 !, 566万 3,000内
居住環境の繋備を行う住環境整備

毒事業

また、不用額の主なものは、コニパーサルハウジング推進事業費の執行残です。

5 

次に、第2目町主宅建設費jは、

予算現額

支出済額

不用額

1億 6,173万 円

l｛意 5,289万 2,588円

883万 7,412円

となっています。

支出会寝震は、県営住宅の高齢者仕様への住戸改善及び長寿命化型改善工事等を行

ったものです。

10 なお、不用額は、公営住宅建設費の執行残です。
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［一般会計の歳出の状況（災害複IB費）］

次に、一殻会計のうち、災害寵！日費の歳出決算についてご説明申し上げます二

第11款「災害護｜日豊Jのうち、県土割蒲部関係として、 464頁、第2！真 f土木施

5 5髭足寄複！日費jは、

10 

15 

20 

25 

予算現額

支出済額

翌年度繰越額蹴越明許費

事駒鳥越

不用額

となっています。

164億 6,112万 2,852円

83億 5,541万 5,005円

45億 5,409万 3,300円

5億 8,806万 5,250 Pi 

29 f意6,354万 9,297円

まず、第5日「市町村災害金槻！日指導監督費」は、

予知見額

支出済額

となっています。

l, 360万 4,000円

1, 360万 4,000丹

支出済額は、市町施行の災留菱IB事業に対する指導監督に要した経費です。

次に、 466頁、第26自「平成23年災害土オ礎！日費jは、

予算現額 74億 8,810万 3,127円

支出済額 33億 9,013万 4,854円

翌年度繰越額繰越明許費 15穣 l,786万 5,151円

事故繰越 5億 8,806万 5,250円

不用額 19億 9,203万 7,872円

となっています。

支出済額は、公共土木施設の災簡笈！日事業に要した経費です。
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なお、翌年度繰越しは、公共土木施設の復旧にあたり、施工計画の調整等に不誤I]

の日時を要したことにより、やむを得ず糠り越したものです。

また、不用額の主なものは、平成23年災害土木（建設）復！日費の 14億 6,901 

万 999Plですが、これは、災害復旧工事の進捗伏況を踏まえ、事業の年度割の変

5 更を行ったこと等によるものです。

次に、 468真、第27自「平成2.3年県単災害土木復！日費」は、

予算現額 l億 7,092万 3,727円

支出済額 1億 7,089万 1,877円

10 不用額 3万 1,850円

となっています。

支出済額は、県単事業として実施する小規模な公共土木搬船災街夏！日に要した

経費です。

15 次に、第28日「平成24年災害土木復旧費jは、

予知見額 37億 9,562万 6,159円

支出済額 24億 3,443万 l,391円

豊年度繰越額繰越明許費 4億 5,171万 5,849円

不用額 9億 947万 8,919円

20 となっています。

支出済額は、公共土木施設の災苦手千割日事業に要したコ経費です。

なお、翌年麟議越しは、公共土木施設の復！日にあたり、用地交渉の葉棚、施工計

画の調整等に不調I]の日時を要したことにより、やむを得す鴻り越したものです三

また、不用額の主なものは、平成24年災害土木（建設）護！日費の 9億947万

25 8, 495円ですが、これは、災害訴菱旧工事の進捗伏況を踏まえ、事業の年度割の変更

を行ったこと等によるものです。
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5 

次に、 470頁、第29日「平成24年県単災害土木復旧費Jは、

予期見額 9億 9.650万 7.839円

支出済額 5億 4.705万 7.868円

翌年度繰越額繰越明許費 3億 8.744万 9.315円

不用額 6. 200万 656円

となっています。

支出済額は、県単事業として実搬する小規摸な公共土木施設の災留創日に要した

経費です。

なお、翌年度繰越しは、公共ti施設の復旧にあたり、施工計画の調整等に不測

10 の日時を要したことにより、やむを得ず百繰り越したものです。

また、不用額は、事業の精算によるものです。

次に、第30自「平成25年災答土；オ礎旧費Jは、

予餌見額 38億 1.675万 1.000円

15 支出済額 16億 9.204万 1.144円

翌年度繰越額繰越明許費 21億2.470万立 856円

となっています。

支出演額は、公共土木施設の災害復旧事業に要した経費です。

なお、翌年度協越しは、公共土木施設の復旧にあたり、用地交渉の難航、施工計商

20 の調整等に不測の日時を要したことにより、やむを得ず糠り越したものです。

25 

次に、第31自「王子成25年県単災害土木復旧費jは、

予算現額 i億 7,960万 7.000円

支出済額 l億 725万 3.871円

翌年度繰越額繰越明許費

となっています。

28 
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5 

支出済額は、県単事業として実施する小規模な公共土木施設の災害復旧に要した

経費です。

なお、翌年度繰越しは、公共土木施設の復！日にあたり、施工計画の調整等に不測

の日時を要したことにより、やむを得す鴻り越したものです。

以上で、一般会計の決算概要説明を終わりまして、次に、特別会計についてご説

明申し上げます二
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5 

｛潜湾整備事業特閥会計の歳入の状況｝

ます三 561頁、港湾整備事業特別会計について乙説明申し上げます。

歳入決算について、 564頁、歳入合計欄ですが、

予算現額

調定額

収入済額

となっています。

1億 8,404万 9,000円

l億 8,775万 6,522円

1億 8,775万 6,522円

10 まず、 562貰、第1款 f使用料及び手数料Jは、

予算現額

調定額

収入済額

となっています。

5, 943万 4,000円

6, 313万 7,109円

6, 313万 7,109円

15 これは、港湾施設の荷揚場の使用料収入等です。

20 

25 

次に、第2款 F縮瞳金Jは、

予算現額 777万 円

調定額 777万 320円

収入済額 777万 320円

となっています。

これは、前年度からの繰越金です。

次に、第3款問者収入」は、

予算職員

調定額

2, 384万 5,000円

2, 384万 9,093円
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収入済額 2, 384万 9,093円

となっています。

これは、県債の元利償譲に伴う関連市の負担金等による収入です。

5 次に、 564頁、第8款「財産収入」は、

10 

15 

20 

25 

予算現額 9, 300万円

調定額

収入済額

9, 300万円

9, 300万円

これは、造成地売払いによる不動産売払収入です。
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ら

10 

［港湾整備事業特別会計の歳出の抗期

次に、コ歳出決算について、 566頁、歳出合計欄ですが、

予算現額 l億 8,404万 9,000円

支出済額

不用額

となっています。

1億 8,226万 5,379円

178万 3,621円

まず、第1日「管理費」は、

予算現額 4, 277万 3,000円

支出演額

不用額

となっています。

4, 099万 595円

178万 2,405円

支出済額は、津ヨットハーパー及Z牌松阪港の港湾施設の維持管理等に要した経

費や特別会計から一般会計への繰出金です。

15 なお、不用額の主なものは、港湾施鞠餅管理経費の執行残です。

次に、第3日「公債費」は、

予算現瀬 l億 4,127万 6,000河

支出済額 1億 4,127万 4,784円

20 不用額 1, 216円

となっています。

支出済額は、県債の現日償還金です。

また、 568頁、実質収支に関する調書の歳入歳出差引額 549万 1,143円につい

25 ては、全額翌年度へ繰り越しています。
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｛；湘或下水道事業特別会計の歳入の状況1

次に、 569賞、流域下水道事業特別会計についてご説明申し上げます。

歳入決算について、 574夏、歳入合計欄ですが、

5 予算現額 140億 1,109万 6,870円

調定額 118億 1,563万 7,959円

収入済額 118億 1,563万 7,959円

となっています。

10 まず、 570買、第1款「分担金及び主主張金jは、

予算現額 59 -0意5,272万 3,000円

調定額

収入済額

となっています。

56イ意 8, 738万 3, 814 円

56億 8,738万 3,814円

15 これは、流域下水道建設事業及的船守管理に伴う関連市町の負担金です。

なお、予算現額と収入済額との差額 2億 6533万 9186円は、事業の一部を繰

り越したことに伴い、翌年度収入となるものです。

次に、第2款円釦暫料及U半数料」は、

20 予算現議 2, 010万 1,000円

調定額 2, 114万 1,713円

収入済額 2,.114万 1,713円

となっています。

これは流域下水道施設の使用料収入等です。

25 
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次に、第3款 f閤庫支出金jは、

予算現額 33億 6.022万 5.581円

調定額 20億2.409万 2,779円

収入済額 20億 2,409万 2,779円

5 となっています。

これは、流域下水道施設の建設に伴う国庫負担金で、す。

予算現額と収入済額との差額 13億 3,613万 2,802円は、事業の一部を繰り越

したことに伴い、翌年度収入となるものです。

10 次に、第4款「繰入金」は、

予算現額 17億 8,504万 6,000円

調定額 17億 8,504万 5,543円

収入済額 17億 8,504万 5,543円

となっています0

15 これは、流域下水道施設の建設に要する経費等のうち、一殻会計で負担すべきも

のについて受け入れたものです。

次に、 572頁、第5款「繰越金」は、

予算現額 6億 6,600万 7,289円

20 調定額 6億 6,600万 8,613円

収入済額 61憲6,600万 8,613円

となっています。

これは、前年度からの事業繰越し等に伴う繍越金です。

25 
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次に、第6款 f諸収入」は、

予無職

調定額

収入済額

539万 4.000円

555万 5,497円

555万 5.497円

5 となっています。

10 

収入済額の主なものは、消費税の還付金を収納したものです。

次に、第7款「県イ劃は、

予餌見額 22億 2.050万 円

調定額

収入済額

となっています。

15億 2.530万 円

15億 2,530万 円

これは、流域下水道施設の建設等の事業に充当したものです。

予知見額と収入済額との差額 5億 9530万円は、事業の一部を繰り越したこと

15 に伴い、翌年度収入となるものです。

20 

25 
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［流域下水道事業特別会計の歳出の状況｝

次に、歳出決算について、 580頁、歳出合計楠ですが、

予算現額 140億 1,109万 6,870円

支出済額 111億 7,815万 6,492円

5 袈年度繰越額繍越明許費 25億 1,175万 7,500円

不用額 3 -0意2,118万 2,878丹

となっています。

まず、 576頁、第1目「流域下水道管理費」は、

10 予算現額 43億 7,366万 9,000円

支出済額

不用額

となっています。

支出済額の主なものは、

事業日名

40億 5,248万 8,936円

3億 2,118万 64円

支出済額 概 婆

北害者沿岸i5tt:(或下水道（北部 14 {j意8,213万 6,369円
北部浄化センター等の維持管理に

管理費 係る経費

北勢4白洋指或下水道（南部 8億 1,772万 2,2081弓 南部浄化センタ一等の維持管理に

管理費 係る経費

中勢沿岸流域下水道（松臨む 6億 7,258万 461円
松阪浄化センター毒事の維持管理に

管理費 係る経費

中勢4台際主¥U:或下水道（祭出J1 I 5億 7,081万 3,372円
雲雲出II左岸浄化センター等の維持

左岸）管理費 管理に係る経費

宮川流域下水道（宮JII)管理 4｛意 4,656万 6,886円
間If浄化センター等の申鱗管理に

費 係る経費

15 なお、不用額の主なものは、流域下水道施設の指定管理料の精算残によるもので

す。
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次に、 578頁、第2目「流域下水道建設費」は、

予算現額 63億 4,192万 5,870円

支出済額 38億 3,016万 7,065円

翌年度繰越額繰越明許費 25億 l,175万 7,500円

5 不用額 l, 305円

となっています。

支出済額の主なものは、

事業日名 支出済額 概 要

国補宮川流域下水道
12億 3,071万 7,000円

宮川！流域下水道（宮Jil処理区）の

（宮JII)建設費 建設事業
思橋中勢沿岸諸IV或下水道

11億 9,409万 I,000 p:j 
中勢沿岸流域下水道（志皇室茂｝I／処

（志議開I／）建設費 理区）の建設事業
国檎北劉白期)IV或下水道

7億 I,763万 3,000円
北勢4台嗣員辞或「下水道（北告側理問

（北部建設費 の建設事業

鼠補北劉台間来域下水道
2｛意 2,913万 I,370円

北勢沿岸流域下水道（南部処理区）
（南部建設費 の建設毒事業

関市中勢沿南怠域下水道
2イ意 70万 6,000円

中勢沿岸流域下水道（松阪処理区）
（松駒建設費 の建設事業

国補中勢沿南応域ア下水道
1 4意2,727万 円

中勢治期f.1)或下水道（祭出}I／左岸

（雲出川左岸）建設費 処理区）の建設事業

なお、翌年度繍越しは、

国補中勢沿岸流域下水道（志主喜朗［I)建設費

10 圏構北勢沿岸流域下水道（南部）建設費

13鐘 l,390万円

7億 4,355万 9,500円

2億 1,343万 9,000円

l億 517万 2,000円

l億 258万 3,000円

国補宮JI！流域下水道（宮川｜）建設費

悶補北勢沿備荒域下水道（北部）建設費

国補中勢沿南東域下水道（松阪）建設費

等です。

15 これらは、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、やむを得ず糠り

越したものです。
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次に、 580貰、第3自「公債費Jは、

予算5見額 32億 9,550万 2,000円

支出済額 32億 9,550万 491円

不用額 l, 509円

5 となっています。

支出済額は、県債の元利償還金です。

また、582夏、実質収支に関する調書の歳入歳出差出額 6億 3,748万 1,467丹に

ついては、 1 f意3,886万 2,698円を緋越明許費に伴う翌年度ハ繰り越すべき矧原

10 として、残りの 4億 9,861万8,769円を全額翌年度へ繰り越しています。

以上で、特別会計の決算概要説明を終わります。

15 
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｛資金不足比率の状況｝

次に、報告第61号の「平成25年度決算に係る資金不足比率（特別会計分）に

ついて」の県土整備部関係についてご説明申し上げます。

5 当資金不足比率は、 f地方公共団体の期政の健全化に関する法律j第22条第1項

10 

の規定に基づき、監査委員の審査に付した上で報告するものです。

先ほどご満明申し上げました決算の結果、港湾整備事業特別会計、流域下水道事

業特別会計のいずれにおいても資金不足額は生じなかったため、比率は算定されま

せんでした。

以上をもちまして、県土整備部新管の歳入歳出決算及~報告事項についての概要

説明を終わらせていただきますユ

伺とぞ、、よろしくご難義を賜りますようお願い申し上げます。

39 


